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図Ⅰ．１ 予測方法の概略

（需要側） （供給側）

BISDN加入者数 資本設備コスト
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図Ⅱ．１ 電気通信事業活動フローチャート

9310a-fg.jtd



- 3 -

9310a-fg.jtd

図Ⅱ．１ 記号説明

⊂⊃ ： 内生変数（予測変数）

： 環境変数（外生変数）

Ａ→Ｂ ： ＡからＢへの関係（因果、部分と全体、必要、etc.）

＝＝＝ ： 関数関係（相互依存）の存在

－１ ： タイム・ラグの存在
__
<__> ： 今回はモデル外に置く（内生）変数

Σ、△ ： フロー→ストック、ストック→フローの関係

（技） ： 技術水準の影響の存在

＋、－ ： 金額の加算、減算

＠ ： 金額表示の項目
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図Ⅱ．２ システム構成BISDN

（１）Ｎシステム

MDF

低速交換機 Ｎ 分岐 平均 Ｎ16 12B

｜ ｜

Ｓ ☆ Ｏ Ｎ－ＣＰＥ

Ｌ ｽﾀｰｶﾌﾟﾗ μ Ｎ1.31 m

新ｻｰﾋﾞｽﾉｰﾄﾞ Ｔ Ｕ

（２）Ｖシステム

Ｖ Ｖ

｜ 映像 ｜61ch (AM11ch+FM50ch)

映像源 Ｓ Ｏ Ｖ－ＣＰＥ

Ｌ μ Ｎ1.55 m

Ｔ Ｕ

（３）Ｈシステム

156Mb/s

低速交換機 Ｈ 通信 映像分配 Ｈ Ｎ－ＣＰＥ(E­E + 14ch)

｜ ｜

Ｓ Ｏ

高速交換機 Ｌ Ｎ

Ｔ 通信 Ｕ Ｖ－ＣＰＥ156Mb/s (E­E )

映像源 映像ｾﾚｸﾀ

MDF

局内装置類 き線系設備 配線系 引落とし 宅内装置類

（地下） （架空） （架空）

（ 資料による）NTT



- 5 -

9310a-fg.jtd

図Ⅱ．２ 用語表

光加入者伝送システム

Ｎシステム： 低速ディジタル光加入者伝送システム

Ｖシステム： 周波数分割多重光加入者伝送システム

Ｈシステム： 高速ディジタル光加入者伝送システム

Ｎ－ＯＮＵ： Ｎシステム用光加入者線ネットワーク装置

Ｖ－ＯＮＵ： Ｖシステム用光加入者線ネットワーク装置

Ｈ－ＯＮＵ： Ｈシステム用光加入者線ネットワーク装置

Ｎ－ＳＬＴ： Ｎシステム用光加入者線端局装置

Ｖ－ＳＬＴ： Ｖシステム用光加入者線端局装置

Ｈ－ＳＬＴ： Ｈシステム用光加入者線端局装置

ＷＤＭ： 波長多重分離回路

スターカプラ： 信号分割装置

低速交換機

高速交換機

映像ソース

ＡＤＰ： アダプター

ＣＰＥ： 宅内機器

ＯＳＵ： 光加入者線伝送装置
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図Ⅲ．１ 市内網投資推定手順概念図BISDN

人 口 生産年齢

世帯数 人 口

住宅用加入率 事業用加入率

（PAR） （PAR）

住 宅 用 事 業 用

加 入 数 加 入 数

総加入数

市内回線長

交換機端子数 コスト

必要投資額
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図Ⅲ．２ 中継網投資推定手順概念図

住宅用・事業用

電話網加入数 電話網市外通話量合計

（ＰＡＲ）

電話網 BISDN加入数

市外交換機端子数

市外回線長 同投資単価

BISDN中継網

必要投資額



- 8 -

［補論］

ａ．Ｎ－Ｖシステム

（伝送設備単価） （データ）［万円］ｔ

導入 生産量（加入／年・３社）

規模 １万 １０万 １００万

1% １３．５０ １１．１０ ８．８０

10% ８．８７ ６．９６ ５．５８

100% ５．４７ ３．９２ ２．９９

（伝送設備単価） （計算値）［万円］ｔ

導入 生産量（加入／年・３社）＝△Ｙｔ

規模

= P １万 １０万 １００万ｔ

1% １４．３ １１．２ ８．７

10% ８．７ ６．８ ５．３

100% ５．２ ４．１ ３．２

ｂ．Ｈシステム

（伝送設備単価） （データ）［万円］ｔ

導入 生産量（加入／年・３社）

規模 １万 １０万 １００万

1% ３４．５ ２７．１ １７．３

10% １６．５ １３．１ ９．３

100% １１．０ ７．９ ５．３

（伝送設備単価） （計算値）［万円］ｔ

導入 生産量（加入／年・３社）＝△Ｙｔ

規模

= P １万 １０万 １００万ｔ

1% ３４．１ ２４．４ １７．５

10% １８．８ １３．５ ９．７

100% １０．４ ７．５ ５．３
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